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➢ 空間エネルギー （真空空間）は隠れ次元では2𝜇0の厚さだけに広がっている。  

（𝜇0: 量子粒子の半径） 

➢ 隠れ-空間次元での１重エネルギー周回 (𝑖𝑆   は、隠れ次元では移動できないが、

３次元空間では連続的に動くことができる。 

➢ 𝑖𝑆  は隠れ次元の回転軸の回りに空間-空間次元の平面内で回転することができ

る。その例が原子内での電子の周回である。 

➢ 𝑖𝑆 は空間軸の回りを隠れ次元と空間次元の混成方向に回転できない。 

➢ 空間軸の回りの𝑖𝑆  の回転は、隠れ-空間混成方向へ回転する代わりに、光を放

射する。 
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＜ 𝒊𝑺 の空間-空間次元 平面での回転 ＞ 

H-X 内での隠れ-空間次元１重周回 𝑖𝑆 を考える。 

𝐸(𝑖𝑆)[𝑋 𝐻] = 𝐸(𝑖𝑆) 𝜇0(cos 𝜔0𝑡 + 𝑖 sin 𝜔0𝑡) 

𝐸(𝑖𝑆) = 𝑚0𝜇0
2𝜔0

2 

空間(X -空間(Y  平面に直交する軸： 

3D (X,Y,Z  空間では１つ;  Z 

4D (X,Y,Z,H  空間では２つ; Z, H 

空間 (Z  軸回りの 𝑖𝑆 の回転： 

３つの回転を含む： X-Y と H-X （更に H-Y も：自動的に決まる） 

H-X面での回転： 

スペーシア内で量子化を持続する為には振動数は 𝜔 = 𝑛𝜔0 である必要がある。 

もし 𝜔 < 𝜔0 であれば 𝑖𝑆 はH-X 内で回転できず、X方向にエネルギーを放出

する。 
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＜ 𝒊𝑺 を空間軸の回りに回転させる ＞ 

エネルギー ∆𝐸 を加え 𝑖𝑆 を空間軸 Z の回りに 𝜔 < 𝜔0 で回転させる。 

∆𝐸 = 𝑚0𝜇0
2𝜔2 

[X H] = 𝜇0(cos 𝜔𝑡 + 𝑖 sin 𝜔𝑡) , [X Y] = 𝜇0(cos 𝜔𝑡 + 𝑗 sin 𝜔𝑡) 

∆𝐸 が H-X と X-Y 内で周回する → X での周回が壊れる →  エネルギーの Y 

と H 内での各振動が +X と -X方向に伝搬する。 

光の放射 ∆𝐸 → 2𝛾 

エネルギー放出： 位相が 𝜃 = − 𝜋 2⁄  と 𝜃 = 𝜋 2⁄  で起こる 

+X 方向の放射を取り上げる。 

𝐸𝛾 =
∆𝐸

2
=

𝐸(𝑖𝑆)

2𝜔0
2

𝜔2 =
𝑚0𝜇0

2

2
𝜔2 （光のエネルギー） 

スペーシア（媒体）が H と Y での振動を X方向に運ぶ。 伝搬速度はスペーシアの

内部周回速度、即ち光速に等しい。 

𝑣𝑥 = 𝜇0𝜔0 = 𝑐 
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半周回エネルギーの Xでの位置： 

𝐗 = 𝑣𝑥 (𝑡 −
𝜋

2𝜔0
) 𝐞𝐱 = 𝜇0 (𝜔0𝑡 −

𝜋

2
) 𝐞𝐱 

Yでの位置： 元の回転速度が 𝜇0𝜔  に対し、周辺のスペーシアへ 𝜇0𝜔0  の速度

で伝搬する為に振幅が大きくなる。 

𝐘 =
𝜔0

𝜔
𝜇0 sin 𝜔𝑡 𝐞𝐲 

Hでの位置： 𝐇 = 𝜇0 sin 𝜔𝑡 𝐞𝐡  

H と Yでの速度： 

𝐯𝐡 =
𝑑𝐇

𝑑𝑡
= 𝜔𝜇0 cos 𝜔𝑡 𝐞𝐡 , 𝐯𝐲 =

𝑑𝐘

𝑑𝑡
= 𝜔0𝜇0 cos 𝜔𝑡 𝐞𝐲 

H と Yでの半周回運動量が電荷と磁荷： 

𝐞𝛄 = 𝑒𝛾 cos 𝜔𝑡 𝐞𝐡 , 𝐛𝛄 = 𝑏𝛾 cos 𝜔𝑡 𝐞𝐲 

𝑒𝛾 = 𝑏𝛾 = 𝑝ℎ =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 
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位相の初期値を 𝜋 2⁄  とする 𝜔𝑡 → 𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ 。  光のエネルギー分布： 

𝐗 = 𝑐𝑡𝐞𝐱 = 𝜇0𝜔0𝑡𝐞𝐱 

𝐘 =
𝜔0

𝜔
𝜇0 sin (𝜔𝑡 +

𝜋

2
) 𝐞𝐲 =

𝜔0

𝜔
𝜇0 cos 𝜔𝑡 𝐞𝐲 

𝐞𝛄 =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ ) 𝐞𝐡 , 𝐛𝛄 =

𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ ) 𝐞𝐲 

電荷と磁荷と Yでのエネルギー位置の各振動の Xでの伝搬（平面波）： 

𝐞𝛄 =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝑘𝑥 − (𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ )) 𝐞𝐡 

𝐛𝛄 =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝑘𝑥 − (𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ )) 𝐞𝐲 

𝐘 =
𝜔0

𝜔
𝜇0 cos(𝑘𝑥 − 𝜔𝑡) 𝐞𝐲  (𝑘 = 𝜔 𝑐⁄   

フォトン（光子） を光の１周期と定義する。フォトンのエネルギー： 

𝐸𝑞 =
𝐸𝛾

𝜈
=

2𝜋

𝜔

𝑚0𝜇0
2

2
𝜔2 = 𝜋𝑚0𝜇0

2𝜔 == 2𝜋2𝑚0𝜇0
2𝜈  

𝐸𝑞 = ℏ𝜔 = ℎ𝜈  (𝜔 = 2𝜋𝜈 , ℏ = ℎ 2𝜋⁄   

フォトンのエネルギーは共通の時間当たりではなく １周期当たりの値。 
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光の概要 

H と Yでのエネルギー位置変動の X方向への伝搬 ⟹ 電荷、磁荷の伝搬 

𝐞𝛄 =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝑘𝑥 − (𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ )) 𝐞𝐡  （電荷） 

𝐛𝛄 =
𝑚0𝜇0

2
𝜔 cos(𝑘𝑥 − (𝜔𝑡 + 𝜋 2⁄ )) 𝐞𝐲  （磁荷） 

𝐘 =
𝜔0

𝜔
𝜇0 cos(𝑘𝑥 − 𝜔𝑡) 𝐞𝐲  (𝑘 = 𝜔 𝑐⁄ )  （Yでのエネルギー位置） 

𝐗 = 𝑐𝑡𝐞𝐱 = 𝜇0𝜔0𝑡𝐞𝐱     （Xでのエネルギー位置） 

𝑐 = 𝜇0𝜔0        （光速） 

𝐸𝛾 =
∆𝐸

2
=

𝐸(𝑖𝑆)

2𝜔0
2

𝜔2 =
𝑚0𝜇0

2

2
𝜔2 = 2𝜋2𝑚0𝜇0

2𝜈2 = ℎ𝜈2    （光のエネルギー） 

𝐸𝑞 =
𝐸𝛾

𝜈
= ℏ𝜔 = ℎ𝜈     （光量子／光子のエネルギー） 

ℎ = 2𝜋2𝑚0𝜇0
2       （プランク定数） 

ℎ は宇宙膨張に対して 不変 （𝜔0 と 𝐸(𝑖𝑆) は減少する） 


